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国内 と海外 の 「地域」 をむすぶ
ー「紙プロジェクト」の往還的学びとその試みー
渡　 迢　 暁　 子＊1）
紙プロジェクトの設立目的と関心
3
本稿は、東洋大学社会学部社会文化システム学科によっておこなわれている教育研究プロジェ
クトの「紙の総合学習を通じた地域間連携一 文京区を基点とする実践的臨地教育をめざして」（通
称：紙プロジェクト）2)の理念と活動内容について紹介する。そして、学生と教員が国内外のフィ
ールドワークにともに参加するなかで教育をおこなう「臨地教育」と往還的学びの意義、さらに
はこの教育を通じた学生と地域とのつながりについて述べる。
社会文化システム学科では、社会学・文化人類学・地域研究の学際的な研究分野をベースとし、
フィールドワークに基づく「現場主義」の教育を主たる教育指針とする。そのなかで、本プロジ
ェクトは、教員と学生が調査地である現場のさまざまな文脈に関する理解を共有し、現場で指導
をするという臨地教育をおこなってきた。これは、調査の立案から成果の公開と地域への還元を
目指すものである。
本プロジェクトでは、臨地教育の場として、大学キャンパスが所在する文京区を基点とし、さ
らに「モノとしての紙」を通じて、フィールド関連する諸地域へと展開してきた。「紙」をプロジ
ェクトのテーマとしたのは、文京区では印刷・製本・出版業といった紙を知的メディア化する業
種が特に発達しており、さらに近隣区の荒川区や足立区、台東区には多数の古紙回収作業場が存
在していることによる。また、紙はその製造・加工・消費・再生の過程において環境問題と深く関
わっており、その関連性は地球規模の広がりをもった課題として展開していくことが可能である。
本プロジェクトは、2007年より活動を開始し、学生は二つの調査チームを構成している。「地域誌班」
は文京区における印刷業およびその関連業と地域との関わりについて、また、「地域環境班」は古
紙リサイクルをめぐる環境問題・社会問題について考察している。このように、臨地教育のスタイ
ルは、グローバルな視野をもって現場から考え地域社会に貢献する実践的な人材を育成するとい
う社会文化システム学科の目標達成に沿うものである（東洋大学社会学部社会文化システム学科、2009.
 2010. 2011. 2012）。
＊東洋大学社会学部:Faculty of Sociology, Toyo University
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写真1　 地域誌班の調査先にて 写真2　 地域環境班の調査先にて
2 。紙プロジェクトの国内での活動と地域とのかかわり
2012 年度の二つの調査チームの活動をみると、地域誌班は、文京区を中心とした製本に携わ
る方々を対象とし、技術の継承、家業を継ぐときの問題や葛藤、地域との関わり方について考察し
てきた。地域環境班は、古紙回収業、古繊維業、再生ゴム業等の再生業に携わる方々を対象とし、
業者間の関係や地域とのつながりについて歴史的に考察してきた。いずれの班も参与観察やライフ
ヒストリーの聞き取りといった文化人類学的手法をもちいており、協力してくださる方々の仕事場
へ何度もお邪魔して調査を実施してきた。こうした調査以外にも、学生の日常的活動としては、各
班の週1 回の勉強会、教員参加のランチミーティング、合同勉強会、合宿勉強会、大学祭出展など
をおこなってきた。そして、一年間の集大成として毎年、東洋大学地域連携シンポジウムを開催し、
その成果を報告書として発行してきた。このシンポジウムには、毎年、調査に協力してくださった
地域の方々や、近隣の中学校・高校の生徒をお招きし、調査成果の還元と、報告された内容につい
て、ともに考える場を提供してきた。表1 は、過去6 回のシンポジウムの概要である。
期日
第1 回2007 年12月8日
第2 回2008 年12月6日
第3 回2009 年12月14日
第4 回2010 年11月27日
第5 回2011 年12月10日
第6 回2012 年12月1日
表1　これまでに開催された東洋大学地域連携シンポジウム
シンポジウム題名
紙と地域と環境を考える一文京区を基点とする臨地教育の試み
紙をめぐる地域とネットワーク一文京区を基点とする臨地教育の実践
紙を通して結ぶ大学、地域、アジア一紙プロジェクト・学生を主体とするフィー
ルドワークの試み
紙がつなぐ人と地域と生活一紙プロジェクト・学生によるフィールドワークの実
践と交流
紙に生きるひとと地域一小石川・東日暮里におけるフィールドワークと対話
紙の仕事を聴くーライフヒストリーを通じて知る文京区と荒川区
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3 。海外 での活動
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上述した日常の調査活動と連動させて、本プロジェクトでは、過去5 年間、海外においてフィー
ルドワーク研修をおこなってきた。現在、さまざまな大学で海外体験学習がおこなわれているが（例
として、金杉・猪池、2012;東、2008; 藤山、2011; 松田、2007; 和栗、2011）、本プロジェクトの海
外フィールドワーク研修は、それらとは一線を画し、調査であることに主眼をおいてきた。海外に
おける活動の位置づけとしては、学生が、自らの周りから国外へと関心を広げ、日本の地域の問題
が、どのようにグローバルなつながりをもっているかを自覚・認識し、そして、日本でのフィール
ドワークがいかに海外とのかかわりを持つかを理解する、「往還的学び」を目指すものである。つ
まり、大学周辺の国内の地域から海外の地域へ学びの場を展開させ、そして再び国内のフィールド
に戻る、といった往還によって高い教育効果を試みるものである。
したがって、海外フィールドワーク研修は、海外における紙をめぐる仕事・文化を理解するこ
と、国外の具体的な「地域」から異文化や海外の状況を知ること、日本の現在や自分自身を見直す
こと、紙などの国際商品を通じて、日本の日常生活と海外との関わりをグローバルな視点から理解
すること、地球規模の環境問題と日本での生活との関わりを考察することを目指してきた。
そうした意識に基づいて実施してきた海外フィールドワーク研修は、毎年異なるテーマを設立
し、マレーシア半島部、マレーシア・サバ州、台湾、フィリピンにておこなわれてきた。報告者も2009
年から関わり、2011 年以降は主たる企画・引率者となって従事してきた（表2 参照）。
これらのさまざまな国や地域で、学生は、関連する施設や現場を訪問し、現地の住民や専門家、
大学生との意見交換を通じて、紙をめぐる諸問題が国や地域で異なるのだということを学んだ。ま
た、海外旅行ではできない国外体験に刺激を受け、その後、参加学生のなかには、マレーシアや英
語圏に長期留学したり、海外ボランティアに参加したり、関連テーマで大学院を目指す者がでた。
このように、海外での学びは、自らの生活と海外とのつながりに関するグローバルな視点を養成
表2　 これまでの海外フィールドワーク研修
マレーシア
半島部
(教員数)3
名(4
名) 報告、先住民集落とマレー農村（ゴムやアブラヤシ生産の拡大とその社
会経済的影響）の訪問、途上国経済における国際商品生産の中心性、社
会的周縁の生活への著しい影響を理解
2009　　マレーシア・
サバ州 (4 名) を訪問、途上国における開発現象の複雑さ、我々の消費生活と「南」の
国の開発や環境破壊との密接な関係性を考える
2010　 台湾・台北市
など （5 名）　 にともなう環境保護の問題、「紙」からみる異文化固有の社会状況や文
化一社会的、文化的脈絡における理解
ミンダナオ島 (4 名)
ミンダナオ島 (3 名)
ランテーションを訪問、女性のエンパワメントとフェアトレード、グロ
ーバルな経済活動などを考察
上記地域における具体的なフィールドワークの実施、北ダバオ州立大学
における研究・研修活動の発表
6 国際地域学研究　第16 号　2013 年3 月
写真3 （左上）：村の工房における紙すき実演、写真4 （右上）：紙すき工房での聞き取り、写真5
下）：カクタスの女性との昼食の準備、写真6 （右下）：北ダバオ州立大学における発表
(左
し、そして、海外における異文化の出会いを通して自らをふりかえり、さらなる「外」へ学生自身
が行動を展開させていくことにつながってきたのである。
4 。フィリピンと日本のフィールド をつなぐ往還的学び
本プロジェクトでは、海外フィールドワーク研修が、より内実のある往還的学びにつながること
を目指し、2011 年度から2 年間連続して同じ地域を訪問した。場所は、フィリピン南部のミンダ
ナオ島にある北ダバオ州パナボ市である。2 回とも、パナボ市にあるカティプナン村を対象に、フ
ェアトレード商品として販売される手すき紙の生産を通して、変化する村人の生活を地域社会の
変容とともに考察することを目的とした。従来、カティプナン村ではココヤシや米の栽培を主た
る生業としていたが、隣接するバナナプランテーションの拡大によって、農地を手放しプランテ
ーションの労働者となる村民が増え始めた。そうしたなか、1990 年代に、農村女性の地位向上を
目的として活動を始めたカクタスKATAKUS3 ）というNGO によって、手すき紙の生産が導入さ
れた。これに主として従事するようになったのは、村の女性たちであった。したがって、本フィー
ルドワーク研修は、村の住民の生活変化、経済的問題、フェアトレードの課題などを、村や町、市
場、NGO 等におけるフィールドワークを通して理解することを試みた。このほか、パナボ市議会
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の協力のおかげで、市が運営するサバヒー養殖場や、古い歴史を持つタデコTADECO （TagumAgricultural Development Company, Inc.
、タグム農業開発会社）・バナナプランテーションを訪
問し、現場で働く人たちの声や生産状況について話を聞くことができた。これにより、カティプナ
ン村をとりまくパナボ市、さらにはミンダナオ島南部の経済的状況を知ることができた。
研修において、学生は、配布された「ふりかえりシート」を用いて学びを文字化したり、のがれ
ようのない「異文化」のなかで自分を知ったり、日本のフィールドワークの経験、つまり、記録を
する、聞き取りをする、情報を共有するという日常的なフィールドワークの経験を活かすことがで
きた。しかし、英語やフィリピン語、現地語のビサヤ語といった言葉の問題や、フィリピンやミン
ダナオに関する知識の不足、参加学生の間の意識共有が不徹底だったことが反省点として挙げられ
た。また、何よりも、宿泊するホテルが隣接するダバオ市にあり、毎日カティプナン村まで移動し
ていたため、村での滞在時間が短かったことと、それゆえに村の女性と触れあう時間があまりとれ
なかったことが悔やまれた。
そこで、同じ場所でもう一度訪問し、より実際的な調査をしようということになり、2012 年度
も9 月に1 週間ほどの研修を実施した。昨年と同じ村を訪問し、今度は村のなかでホームステイを
し、村の女性に聞き取り調査を実施した。具体的には、カクタスの紙生産工房で手すき紙づくりに
携わる女性たち、村役場の人たち、小学校の校長先生に私たちはお話をうかがい、女性のエンパワ
メントとフェアトレード、グローバルな経済活動などを考察した。さらに、その内容を村で発表す
ることで、調査内容の還元をはかった。
この海外研修のため、今年は、事前学習を充実させた。そのなかで、学生のイニシアチブを促し、
学生による調査デザインの検討がおこなわれた。また、調査をおこなうだけでなく、発信する力を
つけようと、出発前に英語パンフレットを作成し、現地では英語をもちいて、北ダバオ州立大学で
国内の調査活動や今回の研修内容について報告し、その後、質疑応答や小規模討論を通して現地学
生との交流をはかった。現地大学教員と学生は、カティプナン村で手すき紙の生産がおこなわれて
いるのを知らず、今後の共同調査・研究の可能性が示唆された。
今年度の参加学生は、全員が昨年度の海外フィールドワーク研修参加者であった。そのため、フ
ィリピンについて物珍しがるだけではなく、それらがどのような社会的・経済的背景にあるのか、
物事の背景について少しずつ理解できるようになっていた。他方で、英語については、前半は、英
語で会話することに時間がかかったが、現地の大学で報告したあと、自信がっき、堂々として臆さ
ずに聞き取りをするような姿勢を見せた。「下手でもいいので、積極的に伝えようとしないと、何
も得られないし、自分も何も変わらない」と学生は述べていた。
本年度も、学生にふりかえりシートを書いてもらった。そこでは、学生がフィールドワーク研修
のあいだ、毎日、自らの行動や学んだこと、日本での学びとの関係について考え、感じたことを記
述する。内容は、「今日の出来事をひとつ挙げてください。何か起こりましたか？それに対して自
分はそれにどのように反応しましたか？」「手すき紙や村人の生活の変化、フィリピンについて、
新しく学んだことは何ですか？事前勉強会やその他の事前知識と照らし合わせてよりよく理解でき
たことは何ですか？」といった通常の調査活動の記録だけでなく、研修に入る前には、「今回の海
外フィールドワーク研修において、自分の目標を教えてください」。「そのために、どのようなこと
をしたらよいと思いますか？」といったように目的意識をはっきりさせるものや、研修最終日の項
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目として、「（前回の海外フィールドワーク研修参加者対象）今回の研修で理解したことは何です
か？また、それは前回の研修とではどのような違いがありますか？」、「普段の国内での調査研究活
動は、今回の渡航でどのように活かされましたか？あるいは活かされませんでしたか？また、どの
ような違いがありましたか？」、「今回の研修により、今後、国内（の調査研究活動）でやってみた
い／聞いてみたい／知りたいことは何ですか？」のように、研修目的への達成度や理解の深度を問
うものとなっている。
5 。学生の学びと地域とのかかわり
2011 年、2012 年と2 年続けて同じ地域を訪問した学生にとって、日常の調査活動のどういった
部分が海外フィールドワーク研修に活かされ、また海外フィールドワーク研修が、帰国後の調査活
動にどのように影響したのだろうか。以下では、ふりかえりシートおよび事後学習における学生の
気付きからみていく。まずは、教員ではなく、学生自身によって調査先の開拓ができたということ
で、お話をうかがう相手を学生自ら村内を歩き訪ね、聞き取りをさせていただいた。次に、「聞き
出す」技術を応用できた、つまり、日頃の調査の実践が活かされたと感じたことである。「日本で
何もしてこなかったら、ただ単に会話で終わってしまい、会話の中から聞きたいことを聞き出せな
かっただろう」と学生はふりかえった。また、フィールドノーツの取り方は、日本でも海外でも一
緒であり、調査協力者の基本情報の収集など、データの集め方も応用できたと述べていた。最後に、
日頃の調査のおかげで、歩き・見て・聞くというなかで、みえてきた物事を現地の文脈で考えるこ
とが少しながらできたという発言があった。学生たちにとって、何ら事前準備なく、いきなり海外
で「良質の」フィールドワークをするのは難しく、国内での日常的な活動によって基礎をつくって
きたからこそ海外でも活かすことができたといえよう。
国内の調査活動では、何度も調査協力者の元を訪れ、協力者との間にラホールを築き、「語って
もらえる」関係をつくることを目指している。今回のフィリピン研修においては、2 度目の訪問と
いうことで何名かの村の女性は前回訪れた学生のことを覚えていた。また、村に数日間ホームステ
イし、一緒に料理をしたり、ともに作業をするなかで、村の女性たちと少しずつ仲良くなり、イン
フォーマルやフォーマルな形でのインタビューをおこなった。言葉の壁はあったが、意思疎通を図
ろうと試みた。
ところで、村の女性たちは、私たちのことをどのようにみたのだろうか。カクタスの職員と顔見
知りであることから、村の女性たちは私たちを受け入れてくれたが、自身の家にホームステイする
ことに対しては初めての試みだったため、話し合いが必要だった。家が小さいから恥ずかしい、ト
イレが屋外にある、日本の学生をもてなすほどの金銭的余裕がない、自分の家に来てもらっても得
るものは何もない等々の理由で消極的だったが、話し合いの結果、一日だけだったらやってみよう
ということになった。このため、村での滞在の3 泊4 日のうち、2 泊をカクタス職員の家、1 泊を
村の女性の家に泊ることとなった。村での最終日の夜、お別れ会として、共に料理をし、食事をし、
焚き火をして歌い踊る前に、反省会が設けられた。このとき、女性たちからは、「日本からの学生
を受け入れることができたことが、一つの自信につながった」、「自分たちに関心をもってくれよう
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とする学生かいることを知って驚いたが、うれしかった」というようなコメントをいただいた。
なお、参加学生の1 名は、滞在中、世界的な経済危機のあおりを受けて減少している手すき紙生
産の仕事を村でつくること、そしてそれを村の子どもたちが知ってもらうことを目的として、手す
き紙を表紙に使った学校用ノートを小学校の全校生徒に渡すために寄付をおこなった。
2年間の海外フィールドワーク研修をふりかえると、本プロジェクトの海外研修参加学生は、現
地の状況を断片的でも学んだ一方で、村の女性、小学校の児童、プランテーションで働く若者、現
地の大学生と教員、村や市の議員、カクタス職員との交流を通して、現地のさまざまな人びとを結
びっける媒体になったともいえよう。
6 。今後に向けて
本プロジェクトの海外フィールドワーク研修には、いくつかの課題がある。日常の調査活動をす
る学生にさらなる事前学習や現地調査の準備をしてもらうなど負担が大きく、研修期間が約1 週間
と短いために、出国までに学生の参加意欲をいかに持続させるかが課題となる。また、上記では述
べなかったが、「途上国」での研修に対して学生が抱える衛生面の不安をどのように払しょくする
かということも参加学生数の増加のために不可欠なこととなってくる。
こうした課題がありつつも、海外フィールドワーク研修を通して、学生が英語で調査し、交流
する意欲を向上させたり、研 修を一期一会
の機会と捉え、積極的に質問する姿勢が増し
たり、言葉や価値観の違いに対する自覚が芽
生えたり、同じ場での調査を複数回実施する
ことによる気付きや理解の深化がみられたり
した。これらの経験や気付きは、海外研修だ
けで得られるものではなく、日常のフィール
ドワークの経験が海外の理解を深める術を提
供している。日常の地域とつながる海外の地
域での経験と、海外の地域での経験による日
常の地域での活動への刺激という往還のなか
で、他者との関わりがっくられ、学びが導か
れていくのである。
注
1 ）
写真7　 カティプナン村の人たちと
報告者は、東洋大学の「学生満足度を高めるための特徴ある教育プログラム」（2009～2012 年度）により本
プロジェクトの助教として関わってきた。
2） 本プロジェクトは、以下の助成を受けて進められてきた。 2008、2009年度は、東洋大学社会学部「中期目標・
中期計画」に基づく学部運営費の助成、2011年度からは、東洋大学研究・教育活動改革支援予算「体験型教
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育プログラムによる地域連携の推進」の助成の一部、2012 年度からは、社会文化体験演習科目の中に位置づ
けられ、2012 年から2015 年度は、「学生満足度を高めるための特徴教育プログラム」で助教が採用された。3
） カクタスKATAKUS （Kababayen － an Alang sa Teknolohiya nga Haum sa Kinaiyahan ug Kauswagan 、「調
和的な環境下での適切な技術による女性のエンパワメント」）は、中小企業としても起業しており、貿易産業庁・
南ダバオ支部より支援を受けている。
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This paper deals with the process of “Paper Project". In 2007, Department of Sociocultural Studies,Toyo University began the project in Bunkyo ward (Tokyo)in which Toyo University is located. Whilecontinuing field researches at hometown, they proceeded to
 start overseas fieldwork programs toMalaysia, Taiwan, and the Philippines. This paper follows their various
activities up to 20 1 2.
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